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来場目標 ： 延べ人数 10,000名
本展は自動車産業における様々な課題に対し、解決の為のヒントを提供するコンベンションです。
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はじめに

開催コンセプト開催コンセプト

国際自動車素材・加工展　実行委員長

日刊自動車新聞社

代表取締役社長　佃　義夫

　環境性能や安全性能の向上が求められている自動車において、従来のヒエラルキーにとらわれない幅広い視点での新しい素材や加工技　環境性能や安全性能の向上が求められている自動車において、従来のヒエラルキーにとらわれない幅広い視点での新しい素材や加工技
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まっています。まっています。
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イヤーの関係者が集うことによって、より有意義な情報交流を実現したいと考えております。イヤーの関係者が集うことによって、より有意義な情報交流を実現したいと考えております。
　また、航空や船舶・鉄道といった交通関連業界における素材や加工技術の適用例をはじめ、設計・生産技術などの情報まで含めて自動車　また、航空や船舶・鉄道といった交通関連業界における素材や加工技術の適用例をはじめ、設計・生産技術などの情報まで含めて自動車
業界の進化に寄与できるような情報提供も行い、より効果の高いコンベンションを展開したいと考えております。業界の進化に寄与できるような情報提供も行い、より効果の高いコンベンションを展開したいと考えております。
関係各位のご支援・ご協力を賜りたく、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。関係各位のご支援・ご協力を賜りたく、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。

　環境性能や安全性能の向上が求められている自動車において、従来のヒエラルキーにとらわれない幅広い視点での新しい素材や加工技

術に関する情報が求められています。また、コスト競争力や安定供給体制の構築などの点からも、新しい素材や加工技術に対して注目が集

まっています。

　このような状況の中で、自動車への適用が期待される素材や、加工技術に関するカンファレンスや展示を展開し、自動車に関わる様々なレ

イヤーの関係者が集うことによって、より有意義な情報交流を実現したいと考えております。

　また、航空や船舶・鉄道といった交通関連業界における素材や加工技術の適用例をはじめ、設計・生産技術などの情報まで含めて自動車

業界の進化に寄与できるような情報提供も行い、より効果の高いコンベンションを展開したいと考えております。

関係各位のご支援・ご協力を賜りたく、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。

素材加工産業に徹底的にフォーカスした業界内唯一の展示会です！
本展では、来場者が持つ課題に対して自社が持つ「素材」と「加工技術」で可能となる課題解決のヒントを提供し、ビジネス拡大に寄与
します。

- 軽量化に寄与する素材
- リサイクル性の高い素材
- 環境負荷の少ない素材
- コスト競争力向上に寄与する素材

素 材 加 工 技 術

- 左記の様な素材の適用に寄与する
  加工技術
- 製造工程における省エネルギー化を
  実現する加工技術
- コスト競争力向上に寄与する加工技術

先進事例やテクノロジーに関わる先進事例やテクノロジーに関わる
展  示展  示の実施の実施
先進事例やテクノロジーに関わる
展  示の実施

先進事例やテクノロジーに関わる先進事例やテクノロジーに関わる
テーマ展示テーマ展示の実施の実施
先進事例やテクノロジーに関わる
テーマ展示の実施

自動車業界のみならず、自動車業界のみならず、
航空、船舶、鉄道の航空、船舶、鉄道の
先進事例やテクノロジーに関わる先進事例やテクノロジーに関わる
カンファレンスカンファレンスの実施の実施

自動車業界のみならず、
航空、船舶、鉄道の
先進事例やテクノロジーに関わる
カンファレンスの実施
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術に関する情報が求められています。また、コスト競争力や安定供給体制の構築などの点からも、新しい素材や加工技術に対して注目が集
まっています。
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イヤーの関係者が集うことによって、より有意義な情報交流を実現したいと考えております。
　また、航空や船舶・鉄道といった交通関連業界における素材や加工技術の適用例をはじめ、設計・生産技術などの情報まで含めて自動車
業界の進化に寄与できるような情報提供も行い、より効果の高いコンベンションを展開したいと考えております。
関係各位のご支援・ご協力を賜りたく、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。

先進事例やテクノロジーに関わる
展  示の実施

先進事例やテクノロジーに関わる
テーマ展示の実施

自動車業界のみならず、
航空、船舶、鉄道の
先進事例やテクノロジーに関わる
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展 開イメージ

部 位 素 材

加 工 技 術

開催コンセプトに挙げた素材と加工技術に影響を及ぼす「部位」を抽出し、「素材」と「加工技術」を具体的に細分化しました。これらの
内容毎にカンファレンスプログラムや展示にて展開します。

出展のメリット

外板
軽量化と意匠性向上の為、非鉄金属や樹脂など新しい素材の開発が進ん
でいます。ここでは、外板への適用例など今後適用が見込まれる素材や加
工技術について最新情報を提供します。

骨格
軽量化、安全性能向上、コスト競争力強化の観点から新しい素材の利用方
法や接合技術が期待されている。現状の最新トレンドや今後の展望につい
て情報提供します。

光学系部品
軽量化と省スペース化、省エネ化の観点からLEDなどの新しい光源の採用
が進んでいます。ここでは、ヘッドライトの配向技術に関する素材や加工技
術に関する情報提供を行います。

樹脂/コンポジット
代替ガラスや外板などに適用が進む樹脂素材をはじめ、今後適用が期待さ
れるCFRP/GFRPといったコンポジットに関する情報と、それらの素材の適
用を拡げる為の加工技術に関する情報提供を行います。

金属/非鉄金属
高張力鋼板やアルミ合金といった軽量化の進む金属に関わる情報と、それ
らの素材の適用を拡げる為の加工技術に関する情報提供を行います。

エコマテリアル
生分解プラスチックや天然由来素材など環境負荷の少ない素材と、それら
の素材の適用を拡げる為の加工技術に関する情報提供を行います。

接合
従来とは異なる素材が用いられることによる接着/溶接/粘着/締結等の接
合技術や異材同士の接合技術など最新技術や、加工技術に関する情報提
供を行います。

成形
軽量化や環境負荷低減の為の素材や、生産性向上に対応する加工技術
（成形、金型、RP）などの情報提供を行います。

表面処理
新素材を助けるためのグレージングなど表面処理に関する情報提供を行います。

内装部品
軽量化、リサイクル性能向上をはじめ意匠性や天然由来素材などに対応す
る内装部品の素材や加工技術に関する情報提供します。

ガラス
軽量化を目指して樹脂化が期待されているガラスについて、素材とグレージ
ングなどの加工技術に関する最新情報を提供します。

ワイヤーハーネス
複雑化したワイヤーハーネスの軽量・コンパクト化、高効率設計な
どのテーマで最新情報を提供します。

潜在的なターゲット層の顕在化
今後ますます進化する自動車業界の中で、素材と加工に特化した専門展ならではの質の高い来場者が多数来場します。これまでア
プローチできていないターゲット層などの顕在化に有効活用できます。

1

自動車業界外の来場者も多く新たなビジネスのヒントに
自動車業界は、品質基準が非常に高く、関連するモビリティ業界からも多数の来場者が来場しています。会場内にて、これまで出会
うきっかけのなかった質の高い来場者とのコミュニケーションをはかる事ができ、新たな用途開発の場を創出します。

2

効果的なマーケティングリサーチ
普段は、営業に同行しない製品の開発者や技術者が来場するため、自社製品の効果的なPRの場となる他、新たな用途開発の為の
マーケティングリサーチとして活用頂けます。

3

カンファレンスへの招待制度を活用
出展企業は、企画委員会で決定したカンファレンスプログラムに無料で参加できる他、顧客に対して無料で招待する事が可能となり
ます。またオプションサービスとして自社プレゼンテーションスペースを準備させていただきますので、ブースへの来場促進ならび
に自社製品の理解促進につながります。
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展
対
象
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対
象

来
場
対
象 ■ 自動車メーカー

■ 自動車車体メーカー

■ 自動車部品メーカー

■ EVベンチャー

■ 研究機関/教育機関

■ 官公庁/地方自治体

■ 航空関連業界

■ 鉄道関連業界

■ 船舶関連業界

■ 自転車業界

■ 医療介護関連業界業 種 別

■ 開発部門

■ 設計部門

■ 生産部門

■ 商品企画部門

■ デザイン部門

■ 製造部門

■ 新規事業部門

■ 購買部門

■ 調達部門

■ マーケティング部門部 門 別

部品の共有化、統合化を計り、
モジュール全体で軽量化を行いたい！

課題
節電への取組みとして、
製造工程の様々な
省エネ化を行いたい！

課題

交通事故から人を守るため、
アクティブ / パッシブセーフティの
両側面から安全性能を向上させたい！

課題
新興市場での競争力を高めるため、
部品毎の改善を行いトータルコストを
10％落としたい！

課題

走行中のロードノイズ低減や、
内装材の耐久性を見直し、
快適性能を向上させたい！

課題

■ 代替素材の活用
■ 薄肉化/高強度化/高剛性化
■ 樹脂加工 
■ 金属加工 
■ 異種材加工
■ 小型化技術/モジュール化技術
■ シミュレーション
■ 試験/検査

■ 基礎材料開発
■ 加工技術
■ 工程改善
■ 精度/品質改善
■ 効率化/自働化
■ シミュレーション
■ 試験/検査

■ エコマテリアル化
■ リサイクル性向上
■ 耐久性向上
■ 新燃料
■ 長寿命化
■ 生産性向上

■ 高強度化/高剛性化
■ 難燃素材・加工
■ 耐衝撃性向上
■ 低VOC化

■ 意匠性向上
■ 性能向上

素 材 試験

検査

計測

解析

シミュレーション

自働化

リサイクル

樹脂/コンポジット
樹脂［熱可塑性、熱硬化性、エラストマー、エンプラ］、
繊維複合材［CFRP、GFRP］等

繊維
天然繊維、
化学繊維［再生繊維、半合成繊維、合成繊維、無機繊維］等

金属/非鉄金属
鉄、アルミ、マグネシウム、チタン等

エコマテリアル
樹脂［生分解性プラスチック、植物由来プラスチック］、
繊維［PET繊維］、植物由来PURフォーム等

副資材
潤滑材、強化材、薬品等

加 工
成形加工
成形［射出、引抜、押出、真空、圧縮、発泡、ブロー、ウオータージェット］等

金型技術
押出、コア型、キャビ型、対型、中空、平板、Heat & Cool

二次加工
表面加工［塗装、印刷、ホットスタンピング、染め、サンドブラスト］、
インサート、切削、バリ取り、研磨等

金属加工
塑性加工［圧延、引抜、押出、せん断、曲げ、絞り］、鍛造、
鋳造［砂型、ダイキャスト］、切削［レーザー、超音波］、焼結

接合
溶接［アーク、レーザー、抵抗、スポット］、接着剤［無機、有機、合成］、
締結［リベッティング］等

表面処理
表面加工［研磨、バフ、ブラスト、エッチング］、
表面被覆［メッキ、蒸着、スパッタリング］、
表面塗装［静電、電着、粉体］、熱処理等

軽量化の為に・・・ コストダウンの為に・・・ 省エネルギー実現の為に・・・ 安全性向上の為に・・・

快適性向上の為に・・・

マテリアアアアアアアアアル化ル化ル化ル化ル化ル化ル化化化ル化ル化ル化化ルル化ル化ル化ルル化ルル化化
イクル性性性性性性性性性性性性向上向上向上向上向上向上向上向上向上向上向上向上

■■■■■■■■■■■■ 高強高高高強高強高高強高強高強高強高強高高高強高強高高強高高高高高高高高高高高高高高高高 度化度
■■■■■■■■■■ 難燃難難燃難燃難燃難燃難燃難燃難難燃難燃難燃難燃難燃難燃難難燃難燃難燃燃燃燃燃難難燃難難燃難難難燃難難難難難 素素材素素素素素素
■■■■■■■■ 耐衝耐耐衝耐衝耐耐衝耐衝耐衝耐衝耐衝耐衝耐衝耐衝耐衝耐衝耐衝耐衝耐衝耐耐衝耐衝耐衝衝衝衝衝耐衝衝衝衝衝衝衝耐衝衝衝衝衝衝撃撃撃撃撃撃性撃撃撃撃
■ 低V低V低V低V低V低V低VVVVVV低VV低VVVVV低V低VVVVV低低VV低VVOCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO

ルギー実実現実現実現実現現現現現現現の為のの為の為の為為の為の為為為の に・に・に・に・に・に・に・に・にに・・・・・・・・・・・・ 安全安全安全安安安安安 性向

快適快適性性向

■ 耐久性
■ 新燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃料料料料料料料料料料
■ 長長寿寿寿寿寿寿寿寿長寿寿寿長寿寿長寿寿寿寿寿寿寿長寿寿寿寿命命命命命命命命命命
■ 生生生生生産生産産産産生産産産産産産産産生産産産産産生産産産産産産産産産性性性性性性性性性性性性性性性

■
■

性向上上上上上
料料料料料料
命化命化命化化化化命化命化命化命化命化命化命化命化化命化命化命化化命命化命化命化命化命化命化命化化化化化化化化化化化化化化化化化
性性性向性向性向性向性向性向性向向向性向向向向向向向向向向向向性性向性向向性向向向性向向向向向性性向向向性向向性向性向性性向向向性向向向向性向性向向向性向性性性性性性向性向向向上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上

■■■■■■
■■

快快

材の活用
肉化/高強度化/高剛性化
脂加工 
加工 
材加工
化技術/モジモジモジモジジモジモ ュュューューューューューューーュューューューューュューーュューュュュュ ル化ル化ル化ル化ル化ル化ル化ル化化ル化ル化ル化ル化ル化ル化ル化ル化ル化ル化ル化化ル化ル化化ル化ル化ル化化化ル化化ル化化ル化ル化ル化ル化化ル化化ル化ル化ル化ル化ル化ル化ル化化ル化化化化化化化ル化化化化化化ル化ル化化化ル化化ルル化ルルル化技術技術技術技術技術技技技技術技術技術技術技術技術技術技術技術技術技技技技術技術技技術技技術技術技術技技技術技術技術術技技技技術技術技術技術技術術術術術術術術術術術技術技術術術術術術術技技術技
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カンファレンスによる情報提供

2011年3月に開催を予定しておりました国際自動車素材･加工展では、開催前の3月上旬までに約1,500名の皆様からweb事前
申込を頂きました。国内の次世代自動車への行政としての取り組みや、自動車メーカー各社の今後のクルマづくりに向けた方向性、
素材･加工分野に徹底した専門カンファレンスにてプログラムさせていただきました。
※2011年開催予定であった、国際自動車素材･加工展は東日本大震災の影響で延期となりました。

2011年3月実施を予定していたプログラム（抜粋）［東日本大震災により実施見送り］

現在、自動車メーカー首脳陣による講演をはじめ、より専門性の高いテーマにフォーカスした専門カンファレンスを実施するため、企画委員会
では様々なテーマを検討しています。また2011年開催予定であった下記の講演については内容を改め実施を予定としています。

実 施 予 定 の プ ロ グ ラ ム テ ー マ

4

次世代自動車（電気自動車、プラグインハイブリット、ハイブリッド自動車
等）についての技術開発やインフラ整備等の課題についての認識を共有
し、自動車や関連産業及び社会全体の中長期的な対応の在り方に関する
戦略の構築について。

川口 征洋 氏

次世代自動車戦略の
今後の展望と課題

経済産業省　製造産業局　自動車課
電池・次世代技術室　課長補佐

リーマンショック、円高が続くなか、自動車を取り巻く環境は大きく変化して
きている。BRICｓの台頭、市場の変化への対応を行う一方で、環境への配
慮や経済性、商品性の追及には終わりがない。そんな中での自動車用プラ
スチックの将来について現状の課題を紹介しながら、着眼点を提案する。

自動車が直面する環境問題に対して、新材料、新素材の開発によりどのよ
うな寄与ができるかという将来展望につき述べる。特にナノメートルレベ
ルの構造制御を行うことにより開発された新しいポリマーアロイ材料や
フィルム材料の特徴を明らかにするとともにその展開について述べる。

熱硬化性のCFRP（炭素繊維強化プラスチックス）は航空機・F1カー等
で実績があるが、量産車を軽量化するためには、コスト、成形速度、リサイ
クル性に問題があった。本講演では、これらの問題を解決するために経済
産業省で行われているCFRTP（熱可塑性CFRP）の開発プロジェクトの
狙いと技術開発の達成状況を紹介する。

現在CO2低減を目的に、電気自動車、ハイブリッド車の採用や、軽量化の推進等による燃
費向上が図られており、その中で新材料の果たす役割は益々重要となっている。一方、
レアアースの供給問題や資源採掘における環境負荷など、素材採掘時の経済性や環境負
荷を合わせて考えなければ、サステイナブルな成長を遂げることは難しい。今回、新型電
気自動車リーフを中心に、軽量化・リサイクル材料による環境への貢献について述べる。

昨今の地球環境問題の深刻化にともなう自動車業界における世界的な燃費規制強化を背景とした『車体
の軽量化』という新たな課題を克服できるかが、自動車メーカー・素材メーカーの今後の世界市場での競
争力を左右する。自動車窓ガラスをより軽量な樹脂へ置き換える、いわゆる樹脂グレージング化が進む中、
欧州ではポリカーボネート樹脂製の自動車窓への代替が本格化している。以下、帝人化成における樹脂
グレージング向けポリカーボネート樹脂『Panlite』の開発状況、および最新の技術動向について説明する。

自動車産業は、グローバルな市場規模の拡大が期待される一方で、低価格
車比率の高い新興国市場の拡大や、産業構造を変える可能性もあるEV
（電気自動車）化という、これまでとは非連続的な新潮流への挑戦が必要と
なってきている。こうした経営環境における課題と対応の方向性を考える。

変化する自動車産業と
対応課題

産学官連携により、グローブリッド等の内装部品に使える植物度８０％以上の射出成形
用材料を開発した。また、この材料をポリプロピレンとアロイ化し、荷重たわみ温度
100℃以上が要求される大型内装部品（表面積１平米）への適用も可能とし、併せて、
自動車用シート表皮材の性能を満足する、植物度１００％のファブリック用材料を開発し
た。これらの開発材をプレマシーハイドロジェンREハイブリッドの内装部品に適用した。

マツダバイオテック
マテリアルの開発

間瀬 清芝 氏

自動車用プラスチックの将来像
～軽量化と信頼性、快適性を求めて～

トヨタ自動車株式会社
車両材料技術部　有機材料室　室長

山中 亨 氏

クルマの環境負荷低減に貢献する
新素材とその特徴

東レ（株）　オートモーティブセンター　所長

～素材の特徴を活かしたアプリケーションと今後の展開～

奥山 裕司 氏

日産自動車（株） 材料技術部
材料技術企画グループ 主担

次世代自動車における環境負荷低減を
目指した材料の採用と今後の取り組み

髙橋 淳 氏
東京大学　教授

熱可塑性CFRPによる量産車の
軽量化戦略と技術課題

帆高 寿昌 氏
帝人化成（株） モビリティ事業推進部 部長

自動車軽量化を可能にする
ポリカーボネート樹脂の今後の展開

藤 和久 氏
マツダ株式会社 技術研究所 主幹研究員

川原 英司 氏
A.T. カーニー株式会社　パートナー

テーマ「内装材のエコマテリアル化」
石油資源の枯渇などが環境問題として取り上げられる中、注目を集めているエコマテリアルに関するカンファレンスを実施し
ます。現在実用化されている素材としては、ポリ乳酸（PLA）があげられますが、PPと比較して耐久性に劣る、成形性が悪いな
どの課題を持っています。ここでは、今後適用されるであろう、エコマテリアル材料課題解決のヒントを提案します。

1

テーマ「代替ガラスの最前線」
窓ガラスの樹脂化は、軽量化という課題に対して非常に効果的ですが、価格の高さや表面処理などの耐久性の課題がありまし
た。しかし、材料の改良が進み、製造工程の見直しや新しいハードコート技術の研究開発が各社で行われ、量産を目指した動き
が活発化しています。ここでは、樹脂グレージングにおける材料から成形加工までをカンファレンスにて紹介します。

2

テーマ「接合技術カンファレンス」
部位毎に適切な材料を選択していくため、マルチマテリアル化が進み、部品同士の接合技術が重要となる他、接合における軽
量化など様々な技術革新が見込まれています。本テーマコーナーでは、アルミ合金やFRPなどとの異種材接合手段として優
れている接着接合についてカンファレンスを行います。

3

※カンファレンスプログラムの最新情報については、事務局にお問い合わせください。
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来場者プロモーション

招待券配付活動 / ダイレクトメール / メールマガジン配信1
前回来場者をはじめ関連するコンベンションの来場者にも招待券の配布活動を実施し
ます。また、定期的なメールマガジンの配信を行い、会場に誘致します。

協賛団体からの告知展開3
本展の協賛団体を通じて各会員を中心に招待券の配布活動を展開します。

雑誌、新聞広告 / web媒体4
日刊自動車新聞をはじめとする関連媒体
への広告出稿やパブリシティなど、積極的
な広報/宣伝活動を実施します。

同時開催展による相乗効果5
第10回を迎える日本唯一のアフターマーケットにフォーカスした国際オートアフターマーケットEXPOや、ますます進化する
車内のデータ通信と車外のワイヤレス通信にフォーカスした国際自動車通信技術展との同時開催により、これまで直接交流の
なかった、異業種間での新たなビジネスのきっかけが見つかるなど相乗効果が見込めます。

公式webサイトによる告知2
テーマ展示などやカンファレンスの最新情報を公式webサイトなどで告知するととも
に、事前登録や、カンファレンス申込受付を事前に行い、会場に誘致致します。
また、出展者情報や出展製品情報等の詳細情報を発信します。

日刊自動車新聞 IPROSプラスチック産業資材新聞

5

第11回 2012

自動車アフターマーケットのビジネス活性化を図る展示会
国内はもとより伸張著しいアジア各国から多数の出展者が集う我が国唯一の自動車アフターマーケットの国際展です。

クルマやIT、社会インフラに関わる幅広い事業者が一同に集い、新たなテクノロジーやサービスに関わる情報交流をします。

様々な交通手段の融合が進む中、ますます注目される駐車場に関するコンベンションです。

自動車通信の進化によって生み出される新しいビジネスに関わる展示会

次世代駐車場に関わる情報交流の場を創出する展示会

約10万件

34,807名

配布枚数：約10,000枚

13,168名

4,306名

テーマ展示による情報提供
自動車素材と加工に関わる下記のようなテーマコーナーを検討しています。

自動車メーカーによる車両展示ならびに素材や加工技術の紹介
自動車産業において、川上から川下まで含めた全体のサプライチェーンの中、各社は部品としての価値と信
頼をあげる為に様々な取組みを行っています。特に、自動車メーカーの方向性は、今後の自動車部品製造に
おける素材と加工技術の開発に大きく影響すると思われます。本コーナーでは、各自動車メーカーの目指す
方向性や今後の自動車製造における研究や取組みを、車両展示や技術展示で展開します。

1

最先端の素材や加工技術に関する最新情報提供
マルチマテリアル化が進み、軽量化と高強度な先端素材の採用が始まっています。一方、環境対応のため、リサイクルまでを鑑みたLCA（ライ
フサイクルアセスメント）をもとに導入を検討する必要があります。本コーナーでは、先端素材の展示やその加工事例などを中心に紹介します。

2

東京大学（前回実績） 炭素繊維協会（前回実績）
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参加規程

申込から出展までのスケジュー ル

出展者セミナー　1枠（45分：60名）  ･･･ 52,500円（消費税込）

展示スペース 1小間（3m×3m=9m2） ･･･ 320,250円（消費税込・装飾費別）

1小間 2小間
〈芯から芯2,970mm〉 〈芯から芯5,940mm〉

16小間8小間

四隅を
テープ等で
明示

別紙の「出展小間申込書」に必要事項をご記入の上、事務局宛にご提出下さい。小間位置や形状に関する希望事項なども
併せてご記入下さい。出展小間の位置に関しましては、原則として来場者の便宜を考慮した全体構成ならびに、出展小間
申込日の先着順にて事務局で決定致します。共同出展者（出展の際に共同で出資や販促活動を行う企業・団体）をご記入頂
いた場合、印刷物において、１出展者としてカウント/掲載させて頂きます。出展小間申込書を頂いた後に出展料金の請求
書を発行いたしますので、指定日（原則として出展申込書提出の一ヶ月後もしくは会期前日）までに出展料金の全額を指定
口座にお振り込み頂きます。また、出展小間申込後やむなく出展の変更・取消をする場合は、下記の通りとさせて頂きます。

※閉会後即日 撤去・搬出

※ その他集客人数や告知活動は参加者の責任においてお願いいたします。

※ 出展者セミナーのみ申込みの場合は、展示会場内にカタログ展示スペースを提供いたします。
※ 出展者セミナーは、原則1社1枠とさせて頂きます。
※ 出展者セミナー枠は、数に限りがございますので、お早めにお申し込みください。

※展示スペースを申込みの場合、下記の出展者セミナーが無料で申込み頂けます。

この出展案内資料の
内容をご確認頂き、ご
不明な点や質問など
ございましたらお気
軽に事務局宛にお問
い合わせください。

出展小間
申込書
提出

開催日
2012年
3月14～
16日

12月中旬
出展者説明会
（予定）

出展案内
資料入手

60名規模のセミナースペース

主催媒体による集客告知活動

公式ウェブサイトでの告知

イベント案内状での告知

A. 前回 第2回 国際自動車素材・加工展 出展者

※A・B全て該当する場合は最大21,000円の割引となります。

1小間当たり10,500円の割引

B. 前々回 第1回 国際自動車素材・加工展 出展者 1小間当たり10,500円の割引
割
引
設
定

2011年12月31日（土）まで ・・・・・・・・・ 出展料金の30%
2012年1月1日（日）以降 ・・・・・・・・・・・ 出展料金100％（全額）

●装飾について
■出展スペースの装飾に関しましては、別に定める出展要項・装飾規程（12月に開催予定の出展者説明会にて配布）に従って行って頂きます。
■事務局にて用意する廉価なディスプレイパッケージプラン（別途有料）の利用も可能です。
■事務局にてオリジナルの装飾プランの提案も可能です。

隣接ブースのある場合 隣接ブースのない場合

1

2

6

出展1次
締め切り
10/31（月）

出展2次
締め切り
1/31（火）
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出展申込み / 問い合わせ先

国際自動車素材・加工展運営事務局

〒104-0045 東京都中央区築地3-3-2 （株）ジェイシーレゾナンス 内  担当：山村/佐東/新井
Phone.03-5565-1642 （受付時間／月～金 10:00～17:00） / Fax.03-5565-6909
URL. http://www.iamp-tokyo.jp / E-mail. information@iamp-tokyo.jp
お問い合わせについては、E-mail、FAXでも受付ております。お気軽にご連絡ください。

名　　称 ： 第3回 国際自動車素材・加工展

英文名称 ： 3rd International Auto Materials & Processing Technologies Tokyo

会　　期 ： 2012年3月14日(水)～16日(金) 3日間 10:00～17:00(最終日は16:00まで)

会　　場 ： 東京ビッグサイト

主　　催 ： 国際自動車素材・加工展実行委員会

   実行委員長　佃　義夫（日刊自動車新聞社　代表取締役社長）

  構成 ： 日刊自動車新聞社 / (株)ジェイシーレゾナンス

企　　画 ： 国際自動車素材・加工展　企画委員会

   企画委員長　野間口　兼政（金沢工業大学客員教授）

協　　賛  ： 協　　賛  ： (社)日本自動車工業会 /(社)日本自動車部品工業会 /(社)日本自動車車体工業会 /(財)日本自動車研究所(社)日本自動車工業会 /(社)日本自動車部品工業会 /(社)日本自動車車体工業会 /(財)日本自動車研究所
  (財)素形材センター / (社)強化プラスチック協会 / 炭素繊維協会 / 日本バイオプラスチック協会 / 日本接着剤工業会 (申請予定)  (財)素形材センター / (社)強化プラスチック協会 / 炭素繊維協会 / 日本バイオプラスチック協会 / 日本接着剤工業会 (申請予定)

入 場 料入 場 料 ： 1,000円(消費税込み/登録制) ： 1,000円(消費税込み/登録制)
  ※特別招待券持参者・WEB事前登録者は無料  ※特別招待券持参者・WEB事前登録者は無料
    一度登録頂くと国際自動車素材・加工展、国際オートアフターマーケットEXPO、国際自動車通信技術展、パーキングジャパンの一度登録頂くと国際自動車素材・加工展、国際オートアフターマーケットEXPO、国際自動車通信技術展、パーキングジャパンの4展に共通でご入場頂くことができます。4展に共通でご入場頂くことができます。

運営事務局運営事務局 ： (株)ジェイシーレゾナンス ： (株)ジェイシーレゾナンス
  〒104-0045 東京都中央区築地3-3-2      〒104-0045 東京都中央区築地3-3-2    
  phone.03-5565-1642 fax.03-5565-6909  phone.03-5565-1642 fax.03-5565-6909
  URL: http://www.iamp-tokyo.jp/  URL: http://www.iamp-tokyo.jp/

同時開催展同時開催展 ： 第10回国際オートアフターマーケットEXPO2012 / 第3回国際自動車通信技術展 / 第11回パーキング・ジャパン2012  ： 第10回国際オートアフターマーケットEXPO2012 / 第3回国際自動車通信技術展 / 第11回パーキング・ジャパン2012 

来場目標 ： 延べ人数 10,000名来場目標 ： 延べ人数 10,000名

協　　賛  ： (社)日本自動車工業会 /(社)日本自動車部品工業会 /(社)日本自動車車体工業会 /(財)日本自動車研究所
  (財)素形材センター / (社)強化プラスチック協会 / 炭素繊維協会 / 日本バイオプラスチック協会 / 日本接着剤工業会 (申請予定)

入 場 料 ： 1,000円(消費税込み/登録制)
  ※特別招待券持参者・WEB事前登録者は無料
  一度登録頂くと国際自動車素材・加工展、国際オートアフターマーケットEXPO、国際自動車通信技術展、パーキングジャパンの4展に共通でご入場頂くことができます。

運営事務局 ： (株)ジェイシーレゾナンス
  〒104-0045 東京都中央区築地3-3-2    
  Phone.03-5565-1642  Fax.03-5565-6909
  URL: http://www.iamp-tokyo.jp/

同時開催展 ： 第10回国際オートアフターマーケットEXPO2012 / 第3回国際自動車通信技術展 / 第11回パーキング・ジャパン2012 

来場目標 ： 10,000名

開 催 概 要

野間口　兼政委員長
金沢工業大学客員教授
大学院工学研究科　高信頼ものづくり専攻
【担当科目】複合材技術基礎（マトリックス）

企 画 委 員 長 紹 介

1959年から1999年までの40年間にわたって、電気絶縁用樹脂および
繊維強化プラスチック用樹脂の開発、これらの樹脂を使った電気絶縁物、
住宅設備、自動車部品などさまざまな製品の開発に成功。現在は強化プラ
スチック樹脂複合材料の用途開発の研究を積極的に行っています。

日刊自動車新聞社 代表取締役社長
佃　義夫

国際自動車素材・加工展
実行委員長

日刊自動車新聞社は各自動車メー
カーを主要株主に持つ自動車業界
唯一の日刊専門紙です。

前回来場者実績 ※第2回 国際自動車素材・加工展 来場者アンケートより

業種分類

組立機器・整備機器メーカー 0.5%用品・
アクセサリメーカー 1.4%

デザイン・設計・
開発支援企業 1.6%

電機／電池／
電子部品メーカー
 2.4%

教育機関／
研究機関／
官公庁／
関連団体
 5.5%

その他 
9.0%

加工・
製造機器メーカー 

7.9%

商社 
15.0%

素材メーカー・サプライヤー
 27.2%

自動車メーカー
自動車車体メーカー

架装メーカー
部品メーカー

29.5%

職種分類

約70％ が研究開発、設計・生産技術関連の方々です

その他
8.9%

営業 
25.6%

技術・設計 
9.5%

経営・役員 
13.2%

研究開発 
31.5%

製造 1.2%
購買・資材 1.2%
生産技術 2.4%
事業開発・企画 6.5%






